
１２月の行事予定

9日(土) クリスマス会

15日(金) もちつき大会

19日(火) 12･1月生誕生会(2才以上)

21日(木） 2学期終園式

28日(木) 弁当日

今年の運動会は、雨がぱらつくこともありましたが、子ども
たちの元気さに雨雲も撤退してくれ、外で開催することがで
き感謝でした。保護者、祖父母の方々だけでなく、近所の方も
嬉しそうに応援して頂く姿もあり、、賑やかな応援のもと、子
どもたちも最後まで頑張る姿を見せてくれました。保護者の
方々には、設営や撤収のご協力を頂きまことにありがとうご
ざいました。
このところ、子どもたちはお散歩したり、リボンで三つ編み

遊びをしたりと、ゆっくり過ごしています。ある日の帰りの時
間、３歳児のＭちゃんが靴を履かずに靴箱で座り込んでいまし
た。保育者が「Ｍちゃん！靴を履いて帰るよ～」と声をかけま
すが、座ったまま…。すると５歳児のＫちゃんがやってきて、
「Ｍちゃん、一緒に手を繋いで行こっか？」と声をかけてくれ
ました。ＭちゃんはチラッとＫちゃんの顔を見ましたが、まだ座
ったままです。Ｋちゃんはしばらく考えて、「よし！！じゃあ、Ｍ
ちゃんが靴を履いたらお姉ちゃんがおんぶしよっか？」と言
いました。すると、Ｍちゃんがニコッと笑って、「うん！！」。急
いで靴を履き始めました。靴を履き終わると、ＭちゃんはＫち
ゃんの手を取ってニコニコで走り出しました。Ｋちゃんは「おん
ぶじゃなくていいの？」と、不思議そうな表情をしましたが、
一緒に走って行きました。二人のやり取りを見守りながら、き
っとＭちゃんはＫちゃんがあれこれ優しく声をかけてくれてた
ことで、何か嫌だった気持ちが満たされ、気持ちを切り替えら
れたんだなと思いました。Ｋちゃんの自然な優しさに触れ、そ
こに居合わせたことに幸せを感じることでした。
私事ですが、９月から仕事復帰をさせていただきました。久

しぶりに園で過ごしていると、子どもたちのやり取りや会話
のちょっとしたことも新鮮に感じたり、去年より成長している
姿に驚きと喜びを感じています。まだまだ忙しい２学期です
が、子どもたちの園生活の中での面白い姿や楽しんでいる
姿、葛藤している姿などたくさん見つけて、保護者の方々と
共有していければと思っております。 主任 冷水

１１月の行事予定

9日(木) 10･11月生誕生会(2才以上)

10日(金) 給食バイキング(3才以上)

11日(土) 役員会

15日(水) 持久走試走

18日(土) 持久走大会・職員研修

20日(月) 持久走予備日

25日(土) 入園説明会 13時半～

29日(水) クリスマス会予行･弁当日

２０２３年度 年主題〈ともにつむぎだす～希望の中で～〉
0･1･2歳児１１月主題 ｢みつける／どれがいい｣ 3･4･5歳児１１月主題 「深まる」
月のねがい 月のねがい
◎お祈りやさんびかを通して心地よさを感じる。 ◎神さまが全てのことを備えていてくださることを知り、感謝する。
◎興味、探究心が深まり、活動的になる。 ◎友だちと同じイメージをもって、遊びを続けることもうれしくなる。
◎たくさんの自然物に触れ、喜ぶ。 ◎秋の自然物を集めたり、触れたり、並べたりして楽しむ。
◎神さまを身近に感じて喜んで賛美やお祈りをする。 ◎五感を通して秋の実りや季節の移り変わりを感じ、神さまへの感謝の思いを
◎自分で考えたことや思ったことを言葉にして表す。 わかちあう。◎思いを伝えあい遊ぶ中で、うまくいかなくて困る経験や、
◎自然の恵みを感じまた触れて遊びや生活の中に取り入れる 気持ちが通じ合う喜びを感じる。

令和６年度入園説明会
１１月２５日（土）

1３時３０分より

１号入園願書受付開始
１２月１日（金）

ご紹介を宜しくお願いします！

うちの子はどんなタイプ？？ ᐯЎƷƜƱƸơƿǜưƠǇƢᲛᲛ
子どものタイプ別による → 大人の関わり方 園では、子どもたちと月ごとのお言葉を覚えています。

結果より経過を褒める １１月は「自分のことは自分でします」なのですが、毎日の生

「リレー 1番だったね!」 活の中で、「自分で自分のことをしている」「お手伝いを自分の

Ƭᡂǈ࣬కࡽ → →「一生懸命走っていたね!｣ 役割として行っている」「自分で靴を履く」などをしていれば、

ǿǤȗ ※自信が持てる声かけ 自然と指先調整力は付いてくるのです。つまり、「肉体的にも精

答えは 1つではなく様々な 神的にも『自立』ができている」のです。自立ができていると、

考え方があることを伝える。 人のことに目や耳を傾けることができます。ですので、

人の話を聞かない＝落ち着きがない＝自立ができていない＝指

ӝǂƨǿǤȗ 子どもの意見を聞く質問を 先調整力が育っていないということになります｡

(自分を表現する事が する。 逆に言うと、まず、指先調整力を育てれば良いのです。

苦手・自信がない・ 言葉を習得できるようにたく まずは、・ボタンを留める

言葉を吸収して → さん話しかけたりお話を読ん ・ひもを結ぶ ※身の周りの事を自分で行う

いる時期) であげたりする。 ・園に行く準備をする

ただし、「やりなさい」というと逆効果。今はまだ、指先の力

折り紙をさせてみる が無いので、できる力が無い状態です。「ゆっくりでいいからや

ʴƷᛅǛᎥƔƳƍ� ｢角と角を合わせて ってみて! あなたならきっとできるよ!」と、やり方を伝えて自
ᐯЎѨǿǤȗ → 折ってね｣→指先調整力が高 分でチャレンジしてもらうのです。その時の声かけは、怒らず、

視野がまだ広がってお い子は人の話を聞いて、角と 励ましです。できてもできなくても「頑張ったね!」と褒めて下
らず自分だけの世界に 角をしっかりと折り合わせる さい。自立を助けるとは、自立の仕方を伝えて、後は励まし、

います。 ことができる。 待つことです。 園長

今月の聖句 「あなたの隣人を 自分自身のように愛しなさい。」 レ ビ 1 9 ：18

「あなたの隣人を自分自身のように愛しなさい」。これは、聖書が教える中心的教えの一つです。最
初にこの教えを受け取ったのは、今日「ユダヤ人」と呼ばれることになるイスラエルの人々でした。今月
７日、ガザ地区を中心に活動するイスラム武装組織「ハマス」が２千発のロケット弾をイスラエルに
向けて発射し、双方の攻撃が激化しています。ガザ地区の面積はほぼ種子島と等しいそうですが、そこ
に２２０万人ものパレスチナ人が生活しています。ガザ地区・イスラエル双方合わせて、すでに７１０
０人もの死者が出てしまいました。隣人同士であるにも関わらず、憎しみと殺戮の連鎖が続いています。
悲しいことで、ニュースに触れる度に心が痛みます。
イエス・キリストは、ユダヤの宗教指導者らに「隣人とは誰ですか？」と聞かれた際、有名な「良き

サマリア人」の譬えを話されました。ユダヤ人から見下されていたサマリア人が、傷付いたユダヤ人を助
けてやったという話です。頭ではよく理解出来るのです。けれども、これまでの歴史的な背景や、個人的
な恨みなどから、なかなかそれが実行に移されずに世の中は歴史を刻んできました。「負の連鎖」を断ち
切れずに、今もウクライナ・ロシア戦争、ハマス・イスラエル戦争を起こしてしまいました。そして、戦争に
よって犠牲となるのは、いつも社会的弱者です。戦争は人間の罪が行き着くところ、その悪が実を結んで
しまうところなのです。
なんでもいい、日頃から小さな隣人愛を持ちましょう。「負の連鎖」を断ち切るには、待っていては出来ま

せん。自分からそうしなければ、その思いを持たなければなりません。 協力牧師 池田基宣

「
歩
育
」の
す
す
め

今
年
の
運
動
会
は
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
声
援
を
い

た
だ
き
感
謝
で
し
た
。
先
日
の
予
想
外
の
突
風
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し
た

が
、そ
の
後
も
好
天
が
続
い
て
い
ま
す
。
運
動
会
で
自
分
の
体
の
成
長
を

感
じ
た
後
は
、ス
ー
プ
と
飯
ご
う
米
を
食
べ
た
り
、
遠
足
に
出
か
け
た

り
、
お
祭
り
を
楽
し
ん
だ
り
と
、ス
ポ
ー
ツ
と
食
欲
の
秋
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
気
に
な
る
季

節
に
な
っ
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
気
持
ち
は
早
く
も
ク
リ
ス
マ
ス
。
皆
さ
ん

と
共
に
今
年
も
お
祝
い
で
き
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
十
一
月
の
当
欄
で
は
幼
児
の
体
の
発
達
や
運
動
に
つ
い

て
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
子
ど
も
の「
散
歩
」
に
つ
い
て
考
え

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。デ
ス
ク
ワ
ー
ク
の
多
い
私
も
日
々
運
動
不
足
を

実
感
し
て
い
る
身
。
週
に
一
回
は
一
時
間
ほ
ど
散
歩
に
出
か
け
ま
す

が
、
毎
日
少
し
で
も
歩
か
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
。

「
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
」
で
は
、
歩
く
こ
と
に
よ
っ
て
子
ど
も
達

の
心
と
体
を
育
む
こ
と
を
「
歩
育
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で

は
な
ぜ
歩
く
こ
と
が
子
ど
も
の
発
達
に
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。
散
歩
に
は
、

大
き
く
分
け
て
三
つ
の
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
つ
に
は
、
運

動
能
力
が
高
ま
り
、
体
力
が
つ
く
こ
と
。
歩
行
は
全
身
運
動
な
ん
で
す

ね
。
第
二
の
心
臓
と
も
言
わ
れ
る
足
を
使
う
こ
と
で
血
行
が
良
く
な

り
、
身
体
を
温
め
る
効
果
や
食
欲
促
進
、
安
眠
効
果
も
期
待
で
き
ま

す
。
ま
た
、
散
歩
し
な
が
ら
ジ
ャ
ン
プ
し
た
り
走
っ
た
り
す
る
こ
と
で
バ
ラ

ン
ス
感
覚
が
鍛
え
ら
れ
、
運
動
機
能
の
発
達
に
も
繋
が
り
ま
す
。
歩
く

だ
け
で
、
子
ど
も
の
運
動
能
力
が
育
ま
れ
る
だ
け
で
な
く
、
大
人
も
子

ど
も
も
体
力
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
第
二
に
は
、
五
感
を
刺

激
し
脳
の
成
長
を
促
す
こ
と
で
す
。
大
人
に
と
っ
て
は
何
気
な
い
当
た
り

前
の
風
景
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
驚
く
べ
き
大
発
見
で
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。
屋
外
に
は
、
家
の
中
に
は
な
い
刺
激
が
た
く
さ
ん
あ
る
た
め
、

五
感
全
て
が
刺
激
さ
れ
ま
す
。
五
感
を
使
う
と
脳
が
刺
激
さ
れ
、
想

像
力
や
記
憶
力
、
発
想
力
が
育
ま
れ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
三
つ
目
の

効
果
は
血
行
を
促
進
し
、セ
ロ
ト
ニ
ン
で
心
が
安
ら
ぐ
こ
と
で
す
。
散
歩

を
す
る
と
心
が
安
ら
ぐ
。こ
れ
に
は
、
セ
ロ
ト
ニ
ン
と
い
う
脳
内
物
質
が

大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま
す
。「
幸
せ
ホ
ル
モ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
る
セ
ロ
ト
ニ
ン

は
、
一
定
リ
ズ
ム
の
運
動
や
定
期
的
な
適
度
な
運
動
、
太
陽
を
浴
び
る

こ
と
で
分
泌
さ
れ
心
の
安
定
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
セ
ロ
ト
ニ
ン
は
、
体
温

調
節
中
枢
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
適
度
に
分
泌
さ
れ
る
こ
と
で
血
行

が
改
善
さ
れ
、
寝
つ
き
が
よ
く
な
る
効
果
も
。
逆
に
セ
ロ
ト
ニ
ン
が
足
り

な
く
な
る
と
自
律
神
経
が
乱
れ
、
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
や
る
気
が
で
な

く
な
っ
た
り
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。
た
ま
に
は
家
族
で
、

目
的
の
な
い
散
歩
も
楽
し
ん
で
み
て
は
如
何
で
し
ょ
う
。

園
で
は
運
動
遊
び
や
体
操
を
通
し
て
身
体
機
能
を
高
め
て
い
ま
す

が
、
一
番
自
然
に
取
り
込
め
る
の
は
、や
は
り
自
由
遊
び
に
集
中
し
て
い

る
と
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
起
伏
の
あ
る
坂
道
や
土
手
の
上
り
下

り
、
雲
梯
渡
り
や
ス
ク
ー
タ
ー
漕
ぎ
な
ど
、
指
示
も
な
く
友
だ
ち
と
夢

中
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
遊
び
の
中
こ
そ
健
や
か
な
体
は
作
ら
れ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。
寒
暖
の
差
を
感
じ
る
こ
の
頃
。
突
然
の
発
熱
も
多

く
み
ら
れ
る
時
期
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
な
る
べ
く
薄
着
を
心
が
け
、

う
が
い
や
手
洗
い
の
励
行
を
続
け
て
冬
に
備
え
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

学
園
長


